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割合が最も高く 38.0％である。年齢別に見ると 20 歳代
で 53.1％、30 歳代で 69.8％となっている。また、子ども
の年齢別に見ると「末子が 0～5 歳（未就学児）」の場合
94.7％、「末子が 6～12 歳（小学生）」の場合 59.1％とな
っており末子の年齢が低いほど高い割合となっている。 




































1) 新潟医療福祉大学 社会福祉学科 
 
【背景・目的】わが国の医療社会事業従事者の組織化は





















№1（1964 年 10 月 15 日発行）から№18（1966 年 




 1953 年 日本医療社会事業家協会 設立（会員数 197 人） 
 1954 年 『會報』創刊号 発行 
 1955 年 第 3 号よりタイトルを『会報』と表記 
 1958 年 会の名称を日本医療社会事業協会に変更 
 1963 年 協会設立 10 周年を機に社団法人化の方針を 
総会決議（会員数が初めて千人を超える） 
1964 年 社団法人の認可を受ける 
この年までに 17 号の『会報』を発行したが、 
法人化を契機に出版事業の強化を図り、同年 
10 月に川島書店より月刊誌『医療と福祉』創 
刊号を刊行（会員外販価 120 円） 
 1966 年 3 月、月刊最後の『医療と福祉』18 号刊行 
      11 月、会員誌として『医療と福祉』再刊 1 号 
     刊行（以後、1972 -74 年の休刊を除き、現在 

















の紹介」など全 19 項目のコンテンツを列挙している。 
３．発行体制の変遷 
1964 年 10 月から 1 年半は毎月刊行され、内容も編集
方針を反映した多彩な論文や記事で構成されていたが、誌





滞して休刊。1974 年 3 月に復刊して現在に至る。（協会は
2011 年に公益社団法人日本医療社会福祉協会となる） 
  
【考察】保健・医療の専門職にはそれぞれの分野の実践者
や研究・教育者が論文や実践報告等を投稿したり、最新の
情報を得たりするための媒体として月刊の専門誌が活用
されているが、医療ソーシャルワーカーには従事者数が 1
万人近くになっているという今日においても月刊誌がな
く、医療分野に限らず「ソーシャルワーカー」という職種
に拡げてみても、投稿可能な月刊のジャーナルはない。社
会福祉士という国家資格化からも 30 年近くを過ぎ、有資
格者が 20 万人を超えていながら、投稿可能な月刊誌が存
在しないというところに斯界における専門職文化の未成
熟を指摘せざるを得ない。 
 
【結論】１年半というごく限られた期間ながら、組織的に
も財政的にも現在よりはるかに脆弱な体制だったはずの
半世紀前に医療社会事業分野で月刊の専門誌が存在した
ことは、現任者の間でも知らない者が増えつつある。自ら
の職能と社会的な認知度を高めようと懸命に取り組んだ
先人の志と努力は評価されるべきであり、さらにそれが当
時なぜ可能となったのかが解明されるべきであろう。 
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